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ACCUプログラム

第25回ユネスコ・アジア太平洋写真展「スポーツの喜び」 

スポーツを楽しむ姿に文化が見える 

2002ユネスコ・アジア太平洋写真コンテスト「スポーツの喜び」の入選作品全100点の展覧会が 2003年７月23日から27日まで、東京の新宿三越にて開催された。 

梅雨の開会式 

　まだ梅雨空の広がる７月23日、写真展の初日を飾るオープニング・セレモニーが行われた。後援団体である、日本ユネスコ国内委員会、外務省、文化庁それぞれの代表の出席に加えて、グランプリ受賞者のひとり、伊藤よしのりさんと、優秀賞受賞者大石治さんも遠方からかけつけてくれた。 
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　審査員を代表して、アメリカを拠点に活躍中のフォトジャーナリスト大塚敦子さんが、審査にあたった感想を列席者に紹介してくれた。「とりわけ印象的だったのは、どんなに物質的に恵まれない人々も、自分たちなりの工夫をしてスポーツを楽しんでいるのが分かったこと。豊かな日本に住む私たちは、スポーツを始めるとなれば、まず道具やスポーツ・ウェアをそろえることを考える。形から入ることに気を取られて、かえってスポーツを純粋に楽しむという肝心なことを忘れていたのではないか、と反省させられました。」また、「普通の写真展の場合と違い、技術的な完成度の高さやビジュアルの強さではなく、その写真がテーマを通して、いかにその背後にある人々の生活や文化をも表しているかという点に審査の重きを置く」このコンテストの特徴を強調された。 

写真を通した文化交流 

　新宿三越の大催物場の一角をギャラリー風に設えた会場には、来場者の方々が写真一枚一枚を熱心に見入り、じっくり楽しんでいる姿が多くみられた。アンケートを通して寄せられた感想には、「すごく楽しかった。今度はただ見るだけでなく、自分で写真を撮りたい」「戦時中、東南アジアのほとんどに行った体験があるので、（その国々のひとが）楽しそうにしている姿をみて、嬉しかった」「思わず笑いがこぼれる写真が多かった」などがあった。 

　この写真コンテストのプログラムが始まった1970年代とくらべると、日本人がアジア地域に旅行することは一般的になった。また国内でも写真や映像を通してアジアのさまざまな風景を目にする機会は格段に増えた。 

　しかし、この写真展のように、20か国もの人が地元の視点で、その国の中の被写体を撮った写真ばかりで構成された写真展はあまり類をみない。「観光で行くと営業スマイルは見られるが、この写真展で心からの笑顔が見られて、こちらも心が救われました」「意外性のある写真が多く、アジアでも知らないことがたくさんありました」という感想を聞くと、写真を通した文化交流の可能性を感じ、できるだけ多くのひとにこの写真を楽しむ機会をもっていただきたいものだと思わずにはいられない。 

海外、日本での巡回展 

　2003年は「日本ASEAN交流年」とされており、「スポーツの喜び」100点もその記念事業の一環として、ASEAN加盟諸国を巡回展示される予定だ。加えて、従来どおり、ASEAN加盟国以外のアジア太平洋のユネスコ加盟国でも、また日本国内の自治体や国際交流団体などでも巡回展が行われる。国内では、すでに８月上旬に群馬県渋川市で行われた他、10月には地球市民神奈川プラザで、2004年３月には東京都調布市役所での開催が決まっている。 

ACCUでは「スポーツの喜び」をはじめ、過去の写真コンテスト入選作品パネルセットの貸し出しを受け付けているので、ご希望の方はホームページをご参照いただくか、文化協力課(電話：03-3269-4436)までお問合せをお願いします。 
文：瀧本めぐみ（文化協力課） 
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